
議
/ 

. 

別
府
湾
を
取
り
巻
く
山
々
を
ひ
と
つ
ル
l

ト
と

し

て
リ
レ
ー

）
で
つ
な
ぐ
「
別
府
湾
リ
レ
l

霊
山
」
が
、
八
月
二
三
日
（
日
）

日
正
午
鶴
見
岳
山
頂
に
、
一
週
間
に
わ
た
り
＝
獲
に
分

か
れ
て
実

3

錯
し
た
リ
レ
l

の
綾
終
日
の
診
加
考
が
合
流
し
て
熊
本
終
了
し

2

た
．

月
こ
の
取
り
組
み
は
四
月
二
五
日
に
開
か
れ
た
本
年
度
の
支
部

は
定
期
総
会
で
決
定
さ
れ
た
も
の
で
‘
別
府
湾
を
取
り
巻
く
山
々

？
の
稜
線
を
、
そ
の
両
端
の
海
岸
か
ら
支
部
員
が
リ
レ
l

で
つ
な

じ
い
で
完
歩
し
よ
う
と
い
う
機
想
で
あ
る
．
総
会
後
七
月
八
日
に

I

打
合
せ
会
を
開
き
、
た
ど
る
コ
l

ス
や
リ
レ
l

実
施
の
た
め
の

ミ
頂

タ
i山
ル
！
ト
工
作
の
分
担
な
ど
に
つ
い

て
具
体
化
す
る
と
と
も
に
、

鳥
岳
そ
の
イベ
ン
ト
を
「
別
府
湾
リ
レ
l

護
山
』

と
名
づ
け
て
取
り

ご
見
組
む
こ
と
と
なっ
た
．

吋
町
四
回
明
日

λ
レ
！
の
実
絡
に
当
た
っ
て
は
、

ル
l

ト
が
ほ
ぼ
完
全
に
開

弓
引
か
れ
て
い
る
十
文
字
原
か
ら
鶴
見
岳
を
経
て
小
胞

山
ま
で
の

間

ピ
終
を
除
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ル
l

ト
が
不
鮮
明
で
あ
る
た
め
、

伽
最
七
月
か
ら
各
会
員
で
手
分
け
し
て
金
コ

ー
ス
に
わ
た

っ
て
事
前

峰
山
に
轡
査
し
、
必
要
な
ル

i

ト
工
作
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

－心
登
具
体
的
な
コ
l

ス
は
同
被
半
島
の
北
端
、
危
附
か
ら
佐
賀
開

閉
一
半
島
の
東
摘
、
関
崎
玄
で
の
、
間
半
島
の
背
骨
に
当
た
る
稜
純

崎町
レ
と
．

大
分
市
、
別
府
市
の
背
後
に
あ
る

山
恨
み
の
械
的
酬
をつ
な

・

リ

い
だ
も
の
で
、
、
途
中
通
過
す
る
主
な

地
点
や
ピ
ー

ク
、
峠
は

w

伊
見
、
輪
島ノ
巣
山
、
千
灯
岳
、
金
ケ

峠
、
文
殊
山
、
犬
山
脈
峠
、

両
子
山
、
走
水
峠
、
波
多
方
山
、
拙
帆
昂
匂
田
原
山
、
銅
山

、

J1ff5＇！、ジJ.－ ；雲山 Jどを

‘ t~！岳山~← ・ ｛~可即時間J1~

1 

3 

8 

9 

4 

7 

7 

1 0 

5 

6 

6 

Sil府湾リレー霊山

鶴見岳山頂でフィナー レ

11、鹿山から鶴見岳へ

十文字原から鶴見岳へ

無風快晴 4 ・ c

扇山と祇園山へ

波神岳外二山

I{山と足立山へ

斉藤会長が来県

傾山へ

鰐 1 5 回全国支部

懇談会報告

セピア色の秘境

お知らせ

別
府
湾
リ
レ
！
登

鶴
見
岳
山
頂
で
フ
ィ
ナ
ー

レ



甲
尾
山
、
百
合
野
山
、
鹿
鳴
越
古
木
、

七
ツ
石
山
、
鹿
嶋
越
菌
、
経
塚
山
、

尼
蔵
岳
、
南
畑
、
十
文
字
原
、
伽
藍

岳
、
内
山
、
鞍
カ
戸
、
鶴
見
岳
、
志

高
湖
、
小
鹿
山
、
鳥
越
峠
、
高
崎
山
、

加
賀
来
、
塚
野
、
霊
山
、
本
宮
山
、
黒

仁
田
、
大
南
大
橋
、
鶴
ケ
城
、
夜
明

ケ
城
、
九
六
位
山
、
九
六
位
峠
、
再

進
峠
、
白
山
、
御
所
峠
、
縦
木
山
、

城
山
、
行
者
原
、
関
、
遠
見
山
な
ど

で
あ
る
。
こ
れ
は
水
平
距
離
に
し
て

約
一
六
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

、

二
万

五
千
分
の

一
の
地
図
を
つ
な
ぐ
と
一

八
枚
に
わ
た
る
も
の
と
な
っ
た
。

ル
ー
ト
工
作
に
つ
い
て
は
、
担
当

す
る
区
間
と
そ
の
資
任
者
が
次
の
よ

う
に
決
め
ら
れ
た
。

国
東
半
島
コ
i

ス

マ
亀
崎
1

鷲
ノ
巣
山
：
・

（
輿
回
）
マ

鷲
ノ
巣
山
1

両
子
山
：
・
（機
中小
）
マ

両
子
山
1

甲
尾
山
：
・

（
飯
悶
）
マ
甲

尾
山
1

百
合
野
山
：
・

（
加
藤
）
マ
百

合
野
山
1

十
文
字
原
・
：
（
星
子
）

佐
賀
関
半
島
コ
l

ス

マ
関
崎
1

行
者
原
：
・

｛野
村
、
西

（
あ
ず
さ
）
）
マ
行
者
原
3

縦
ノ
木

山
・
：
（
姫
野
）マ
縦
ノ
木
山
1

御
所

峠
・
：

（
吉
岡
）マ
御
所
峠
1

鶴
ケ
城

．

（木
本
）
マ
鶴
ケ
城
5

霊
山
・
：

（
阿
南
、
西
（
孝
）
）
マ
霊
山1
廻

栖
脇
町：・
（
安
東
）
マ
廻
栖
野1
鳥
越

．
（
佐
藤
（
正
）
｝
マ
鳥
越
1

小
鹿

．

（
安
藤
（
幹
）
）

各
責
任
者
は
、
七
月
か
ら
八
月
上

旬
ま
で
の
期
聞
に
参
加
で
き
る
会
員

を
誘
っ
て
ル
l

ト
を
議
査
し
、
目
印

、~＇

を
付
け
る
な
ど
最
低
限
の
ル
l

ト
工

作
を
行
い
リ
レ
ー
に
備
え
た
。

さ
ら
に
八
月

一
一
日
、
第
二
回
打

合
せ
会
で
リ
レ
！
受
山
の
日
程
と
コ

ー
ス
担
当
者
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
中
で
リ
レ
l

登
山
は
北
回
り

コ
l

ス
と
南
回
り
コ
l

ス
と
に
分
け
、

北
の
亀
崎
と
南
の
関
崎
の
両
端
か
ら

同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
リ
レ
ー
で
つ

な
い
で
最
終
日
に
鶴
見
岳
山
頂
で
両

コ
l

ス
の
リ
レ
ー
を
同
時
完
了
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。そ

し
て
、
い
よ
い

よ
八
月

一
七
日

（
月
）
、
コ
l

ス
両

端
の
国
東
半
島
の
亀

崎
と
依
賀
間
半
島
の

関
崎
か
ら
同
時
に
ス

タ
ー
ト
し
り
レ

l

登

山
の
世
帯
を
開
け
た
の

で
あ
る
。

一
週
間
か
け
た
こ
の

リ
レ
ー
は
最
終
日
の

八
月
二
三
日
（
日
）
、

北
回
り
コ
l

ス
は
十

文
字
涼
か
ら
、
南
回

り
コ

l

ス
は
小
鹿
山

麓
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ス

タ
ー
ト
し
、
正
午
に

鶴
見
岳
山
頂
で
合
流

し
て
両
コ
！
ス
か
ら
．

の
参
加
者
総
勢
約
五

O
名
で
万
歳
三
唱
で

成
功
を
祝
い
、
記
念

ペ
ナ
ン
ト
に
サ
イ
ン

し
て
、
ル
ー
ト
工
作

参
加
者
延
べ
約
六
O

名
、
リ
レ
1

参
加
者

；号待~；：，
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登
山
ル
i

ト
を
開
拓
ヘ
川
住

’ －~ 
、. .

日本山岳会東九州支部 l

延
ペ
約
一
O
O
名
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
。

。
リ
レ
l

受
山
参
加
者

国
東
半
島
コ
l

ス

マ

一
七
日
（
月
）
亀
崎1
千
灯
：
・商

（
孝
）
、
佐
藤
、
清
水
マ

一
八
日

（
火）
千
灯
1

犬
鼠
峠
：
・
商
、
石
川

マ

一
九
日
（
水
）
犬
鼻
峠
1

走
水
峠

：
夜
、

海
問

、

関
口
マ
＝

O
B

（
木
）
走
水
峠1
鮎
返
・
：
飯
田
マ

二
一
日
（
金
）
鮎
返
1

鹿
嶋
越
東
：
・

飯
問
、
渡
部
マ

ニ
二
日
（
土
）
鹿

鳴
越
東
1

十
文
字
原
・
：
星
子
マ
二

三
日
（
日
）
十
文
字
原
1

鶴
見
岳
：
・

星
子
、
飯
田
、
安
束
、
渡
都
、
継
松
、

阿
部
、
西
、
池
辺
、
児
玉
、
松
井

佐
賀
関
半
島
コ
l

ス

マ

一
七
日
（
月
）
関
崎

1

縦
ノ
木
山

・：
安
藤
失
妻
、
梅
木
、
加
藤
、
木
本

、

一

（
礼
）
児
玉
、
西
（
あ
）
マ
一
八
日
ベ

（
火
）
縦
ノ
木
山
1

再
進
峠
：
・
吉
田

マ

一
九
日
（
水
）
再
進
峠
1

峠
・
：
木

本
（
礼
）
、
木
本
（
義
）
マ
ニ

O
日

（
木
）
峠1
米
良
：
・

加
藤
、
太
田

マ
二

一
日
（
金
）
米
良
1

国
府
・
：
西

（
孝
）
、
西
（
あ
）
、
継
松
、
中
尾
、

林
マ
二

二
日
（
土
）
国
府
1

小
鹿

山
・
：
木
本
（湾
）
、
安
部
、
回
ロ

マ
二
三
一日
（
日
）
小
鹿
山
t

鶴
見
岳

：
・

野
村
、
安
部
、
石
川
、
甲
斐

（
良
）
（
隆
）
、
加
藤
、
木
本

（湾
）
、
木
本
（
義
）
、
木
本

（
礼
）
、
白
石
、
菅
、
田
口
、
橋
本、

林
、
松
村

（
編
集
局
）
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で
あ
る
。
靭
か
ら
曇
天
で
は
あ
る
が

や
が
て
晴
そ
う
な
空
綴
織．
間
続
グ

ル
ー
プ
の
最
終
ル
l

ト
は
小
路
山
か

ら
鶴
見
岳
で
、
と
れ
で
一
週
間
に
わ

た
る
別
府
湾
リ
レ
l

妥
山
は
終
了
す

wQ. 
午
前
七
時
、
約
束
の
集
合
場
所
で

あ
る
別
府
市
立
少
年
自
然
の
寂
「
お

じ
か
」
に
波
数
台
が
集
合
、
こ
こ
か

ら
の
出
弼
は
総
勢
七
名
と
な
る
・
小

胞
山
の
盛
り
に
酬
明の
一
汗
を
か
き
一

五
分
で
山
頂
精
．
山
頂
は
か
な
り
聾

（（大
下上分
、J 』－＂A

ロ

八八同
月月新

（二（一間
朝四タ七
刊日刊日

’b 

. ·＇、

1

週
間
か
け
別
府
湾
ぐ
る
り

.- . . 

リ
レ

i

登
山
ス
タ
｝
ト

日
本
山
罰
金
東
九
州
支
部
に
←
ぎ
に
支
援
す
る
会
慣
ら
に
見
送
一
始
め

、
初日
は
薦
巣
由
の
畏
い

言
語
偉
リ
レ
金
山
が
一
先
ず
鹿
灯
審
員
一
寝
室
っ
た
あ
と
千
灯
岳

十
七
日
始
ま
J

、
串
朝
に
南
北
一
遺
品
山
を
皮
切
り
に
岡
田
は
械
一
へ
。

？

？
を
高
町
庭
、
一
山2
2
2

畳
こ
の
後
、
問
コ
l
ス
皆
山

田
品
混

2

争
れ
ス
一
半
島
の
容
に
あ
た
る
寝
一

2
2
3

っ
て

タ
1

卜
し
た
。
一
を
。
北
コ
1

ス
は
尚
幸
耳
石
否
山
、
照
山
、鹿
山
、
小

間
コl
ス
装
寝
・

セ
ツ
一
佐
輝
夫
走
ら
附
貧
出
一
自
宅
当

l
ス
は
文
娘

夫
容
ら
凶
合
同
が
午
塑
ハ
時
す
斑
半
島
の
北
側
海
儲
伊
達
」
一
山
、

。回
E
P
Z

の
中
心

リ
レ
！
最
終
日
の

山
行
報
告
I

野

村
芳
雄

－
り
後
晴
、
午
後
曾
雨
．
別
府
湾

リ
レ

l

釜
山
最
終
日
目
的
地
で
あ
る

鶴
見
母
山
頂
に
全
員
が
結
集
す
る
日

備
さ
れ
展
望
も
よ
く
な
っ
て
い
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
雨
量
針
の
ア
ン
テ
ナ
あ
り
、

そ
ば
の
温
度
計
は
二
三
度
を
示
し
て

お
り
今
日
も
暑
く
な
り
そ
う
で
あ
る
。

三
等
三
角
点
あ
り
。

と
れ
よ
り
志
高
湖
、
神
楽
女
湖
方

面
を
示
す
標
識
に
従
い
北
に
向
か
う
．

よ
く
切
り
分
け
ら
れ
た
道
を
下
る
．

周
囲
は
カ
ヤ
と
海
木
に
遮
ら
れ
速
く

の
展
望
は
全
く
な
い
が
広
い
明
る
い

尾
被
筋
は
そ
ん
な
に
惑
い
気
分
で
は

な
い
．
ル
ー
ト
工
作
時
に
付
け
ら
れ

た
赤
い
テ
l

プ
も
・
ま
だ
真
新
し
い
．

所
々
カ
ヤ
の
中
に
秋
の
草
花
も
凡
ら

れ
ほ
っ
と
す
る
．

紛
原
山
方
市
へ
は
カ
ヤ
が
開
く
茂

り
通
過
で
き
な
い
と
い
う
三
浦
氏

〈
別
府
）
の
助
言
に
従い
志
向
糊
に

向
か
う
防
火
帯
を
下
る
こ
と
に
す
る
．
－

途
中
ル
1

ト
を
早
く
友
に
取
り
す
ぎ

j

神
楽
女
湖
の
駐
車
場
に
出
て
し
ま

っ
．

た
が
そ
の
ま
ま
歩
道
を
歩
く
．
途
中

か
ら
志
高
糊
へ
の
標
織
に
従
い
再
び

舗
装
さ
れ
た
山
道
に入
り
、
八
時
ち

ょ
う
ど
志
高
湖
畔
の
歩
道
に
出
る
。

湖
畔
に
は
驚
く
ほ
ど
の
テ
ン
ト
村
が

出
来
上
が
っ
て
お
り
、
夏
休
み
も
終

わ
り
に
近
い
せ
い
か
家
族
連
れ
が
キ

ャ
ン
プ
を
楽
し
ん
で
い
る
。

志
育
問
湖
よ
り
車
道
を
鳥
居
ま
で

一
－
一
O
分
、
八
時
三
O
分
に
内
湖
周
帥
省
、

こ
こ
か
ら
桜
田
氏
合
流
、
小
休
止
を
と

る
．
石
段
を
受
り
一
郁
淑
遣
を
通
り
、

岨
間
見
神
社
駐
唯
場
へ
、
こ
こ
で
木
本

氏
ら
凹
名
が
合
流
一
間
名
と
な
る
．

九
時
神
社
務
、
湿
っ
た
滑
り
や
す
い

石
段
を
一
五
分
ほ
ど
で
「
錦
水
』
の

出
る
場
所
に
到
着
、
周
聞
に
は
立
派



な
杉
、
プ
ナ
の
大
木
あ
り
い
か
に
も

神
社
の
境
内
と
い
っ
た
感
じ
、
こ
こ

で
し
ば
し
汗
を
拭
き
冷
た
い
正
に
鑑

水
を
心
い
く
ま
で
飲
み
水
筒
に
詰
め

る
．
い
よ
い
よ
こ
れ
よ
り
鶴
見
岳
の

登
り
に
か
か
る
．
釜
山
道
は
「
鶴
見

岳
一
気
霊
山
」
道
で
あ
り
、
桧
の
植

林
の
中
は
割
と
歩
き
や
す
い

．

最
初

の
急
疫
を
上
り
詰
め
小
休
止
、
市
街

地
に
近
い
山
に
し
て
は
静
か
で
、
思

っ
た
よ
り
も
山
中
の
感
じ
が
す
る
・

か
な
り
育
っ
た
杉
の
植
林
絡
を
抜
け

る
と
樹
林
帯
に
入
る
、
圃
贋
盟
は
な
い

が
気
分
は
よ
い
．
最
後
の
愈
妓
で
は

か
な
り
あ
え
ぎ
、
右
手
に
ロ
ー
プ
ウ

エ
ー
の
白
い
建
物
が
見
え
、
や
が
て

な
だ
ら
か
な
明
る
い
カ
ヤ
の
原
に
遣

し
山
頂
に
至
る
．
夏
の
日
差
し
が
強

い
が
風
は
心
な
し
か
秋
を
感
じ
さ
せ

λ
w． 

一
一
時
二
O
分
山
頂
下
の
休
憩
所

着
．
約
束
の
一
一
一
時
ま
で
は
時
間
も

あ
り
十
文
字
原
か
ら
の
パ
ー
テ
ィ
は

じ
め
、
ま
だ
誰
も
山
頂
に
は
到
着
し

て
い
な
い
だ
ろ
う
と
た
か
を
く
く
り
、

だ
べ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
声

あ
り
、
か
な
り
の
人
数
が
す
で
に
山

頂
に
到
着
し
て
お
り
、
急
ぎ
山
頂
へ
．

一
一
時
四
O
分
山
頂
着
．
や
や
遅
れ

て
甲
斐
氏
神
社
駐
車
場
よ
り
到
着
、

さ
ら
に
連
れ
飯
高
齢
者
の
福
本
氏
が

約
束
の
一
二
時
き
っ
か
り
に
到
婚
し

予
定
の
人
員
が
全
員
そ
ろ
う
．

正
午
、
山
頂
に
て
別
府
湾
リ
レ
l

登
山
の
成
功
＆
祝
し
て
セ
レ
モ
エ
l

‘

梅
木
氏
部
長
の
後
修
、
写
真
撮
影
な

ど
、
総
勢
五
O
名
温
度
か
．
セ
レ
品
、

一
一l

後
昼
食
、
山
頂
に
て
解
散
．
一

時
往
路
を
下
山
、
途
中
か
な
り
の
曾

雨
と
な
る
．
神
社
受
山
口
に
到
着
し

た
と
き
は
全
員
ず
ぶ
ぬ
れ
．

織
見
岳
に
は
昭
和
三
七
年
夏
、
学

生
時
代
学
友
四
名
と
釜
っ
て
以
来
今

回
が
二
度
目

、

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
な
ど

で
き
何
ん
と
な
く
敬
遠
し
て
き
た
．

そ
の
時
は
午
前
中
坊
ケ
つ
る
か
ら
大

船
山
に
登
り
、
留
需
の
地
獄
に
下
山
、

パ
ス
で
鳥
居
に
出
て
今
回
と
同
じ
ル

ー
ト
を
盛
っ
て
い
る
が
、
そ
の
時
の

記
憶
は
全
く
な
い
．
た
だ
益
山
口
の

鳥
居
と
山
頂
の
三
角
点
の
依
置
だ
け

は
す
ぐ
に
思
い
出
し
た
・
当
時
ロ
ー

プ
ウ
エ
ー
な
ど
は
な
く
、
市
街
地
は

近
い
が
と
て
も
よ
い
山
だ
っ
た
記
憶

が
残
っ
て
い
る
．
下
山
後
、
怠
高
湖

ま
で
歩
き
湖
畔
に
般
営
、
鰍
も
い
な

い
僚
か
な
官
棋
を
過
ご
し
た
．
夏
休
み

に
入
る
前
の
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
で
維
も

テ
ン
ト
を
凝
っ
て
い
る
者
も
な
く
、

思
え
ば
債
務
な
学
生
時
代
を
過
ご
せ

た
こ
と
が
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ

た
．一

週
間
に
わ
た
る
リ
レ
l

登
山
は

無
事
修
了
、
関
崎
パ
ー
テ
ィ
ー
と
亀

崎
パ
ー
テ
ィ
ー

が
別
府
湾
を
囲
む
山

積
の
ほ
ぼ
中
央
の
鶴
見
岳
に
合
流
し

た
こ
と
に
な
る
．
計
画
最
後
で
あ
る

今
回
の
登
山
も
印
象
的
で
あ
っ
た
が
．

担
当
し
た
関
崎
で
の
炎
天
下
あ
る
い

は
豪
雨
の
中
の
二
日
間
の
ル
l

ト
工

作
の
苦
労
が
忘
れ
ら
れ
な
い
．
会
員

そ
れ
ぞ
れ
担
当
郁
分
の
ル
l

ト
工
作

で
苦
桝
列
し
た
ら
し
い
が
‘
こ
れ
ら
の

隠
し
も
聞
き
た
い
し
、
新
し
く
作
ら

れ
た
ル
l

ト
も
是
非
歩
い
て
み
た
い

と
考
え
て
い
る
．

二
九
九
八

}\ 

二
三
（
日
）

参
加
者
「
お
じ
か
」
よ
り
安
部
、

石
川
、
甲
斐
（
隆
）
、
加
藤
、

白
石
、
野
村
、
林
、
松
村

鳥
居
よ
り
菅
（
勲
）

神
社
駐
車
場
よ
り
甲
斐
（
良
）

木
本
（
湾
）
、
木
本
（
義
）
、

木
本
〈
礼
）
、
橋
本
（
神
）

リ
レ
l

最
終
日
の

山
行
報
告
E

安
東

桂

別
府
湾
リ
レ
l

霊
山
も
最
終
日
．

園
東
半
島
コ
i

ス
の
最
終
区
間
の
ラ

ン
ナ
ー
（
？
）
は
皇
子
貞
夫
、
飯
回

勝
之
の
ニ
強
と
応
援
す
る
安
東
綾
三
、

継
訟
久
美
男
、
渡
部
昭
三
、
大
分
山

の
会
会
員
四
名
の
合
計
九
名
．
七
月

か
ら
始
ま
っ
た
ル
l

ト
工
作
（
薮
鴻

ぎ
・
ル
ー
ト
整
備
・
テ
l

プ
付
け
）

と
八
月
一
七
日
か
ら
の
本
リ
レ
ー
も

無
事
に
鈴
わ
り
、
本
目
、
偽
見
の
山

頂
に
一
二
時
に
着
け
ば
、
全
て
が
終

わ
る
．

A
M
六
時
に
十
文
字
原
を
出
聞
知
す

れ
ば
、
一
二
時
に
は
鶴
見
に
ゴ
ー
ル

出
来
る
と
算
段
し
て
い
た
が
、
星
子

隊
長
の
五
時
に
出
発
し
よ
う
と
い
う

意
見
で
、
急
措
定
五
時
に
出
発
す
る
事

に
な
っ
た
．

十
文
字
原
は
未
だ
暗
く
、
五
時
を

過
ぎ
て
や
っ
と
薄
明
か
り
と
な
る
．

別
府
湾
か
ら
速
見
、
安
心
院
へ
と
雲

と
霧
が
懸
か
り
、
最
終
日
の
日
の
出

は
別
府
湾
に
か
か
る
雲
の
上
か
ら
で

あ
っ
た
．
十
文
字
原
の
自
衛
隊
演
習

地
入
ロ
グ
l

ト
か
ら
、
朝
露
の
草
花

の
尾
根
道
を
黙
々
と
受
る
．
標
高
八

三
0
メ
ー
ト
ル
の
高
平
山
（
U
3
3
4）

に
笠
り
着
く
と
遠
く
に
ゴ
！
ル
の
鶴

見
径
が
見
え
る
．
此
の
山
は
マ
イ
ナ

ー
な
為
か
，
ワ
レ
モ
コ
ウ
，
ヒ
ゴ
タ

イ
や
コ
オ
エ
ユ
リ
が
所
々
に
咲
い
て

い
る
．

約
一
時
間
歩
い
て
、
伽
監
再
簡
が
大

き
く
見
え
る
尾
被
上
に
着
き
、
此
処

で
休
制
限
を
取
る
．
体
制
思
中
は
こ
の

叫
リ
レ
l

登
山
』
の
ル
1

ト
工
作
の

苦
労
脂
に
花
が
咲
さ
い
た
．
『
毎
日

の
ル
l

ト
工
作
に
．
水
を
3

リ
ッ
ト

ル
も
っ
て
行
っ
た
』
と
か
、
ヨ
腐
ヘ

ピ
に
二
回
も
同
じ
場
所
で
出
会
つ

た
』
と
か
、
『
鍵
山
は
も
っ
と
ル
ー

ト

整
備
を
し
な
け
れ
ば
‘
こ
の
ま
ま

で
は

一
般
の
人
に
は
大
変
だ
ろ
う
』

と
か
。
そ
し
て
、
『
本
日
の
小
箆
コ

ー

ス
は
ま
だ
出
発
し
て
い
な
い
だ
ろ

う
』
と
反
対
側
の
コ

l

ス
の
事
を
患

っ
た
り
し
た
．
ま
た
、
今
日
は
朝
早

か
っ
た
為
、
朝
食
を
食
べ
損
ね
た
メ

。

ン
パ
ー
が
朝
食
を
取
っ
た
り
し
た
．

こ
の
コ
l

ス
は
、
既
成
ル
l

ト
そ

通
る
と
曾
う
こ
と
で
、
今
日
玄
で

一

肢
も
下
見
‘
ル
ー
ト
工
作
を
し
て
な

か
っ
た
．
此
処
か
ら
狸
峠
を
越
え
て

緑
郎
越
ま
で
の
約

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

は
、
今
日
の
ヤ
守
山
切
で
あ
り
、
こ
れ

を
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
で
踏
進
出
来

る
か
で
、
鶴
見
山
頂
に
時
間
通
り

二
三
時
）
に
着
く
こ
と
が
出
来
る

か
否
か
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
．
早
速
、

自
の
前
の
薮
に
取
り
か
か
る
．
狸
峠

迄
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
く
、
目
の
文

程
の
ス
ス
キ
や
カ
ヤ
を
漕
い
で

下
り

着
い
た

．

と
の
狸
峠
は
塚
原
松
塚
と

湯
山
の
聞
の
峠
で
あ
り
、
道
標
が
あ

り
、
割
り
に
人
が
往
来
し
た
跡
が
あ

り
、
し
っ
か
り
し
た
道
で
あ
っ
た
．

し
か
し
こ
れ
か
ら
行
く
塚
原
越
方
面

に
は
‘
や
っ
と
道
が
判
る
繊
度
の
道

が
有
り
、
薮
に
覆
わ
れ
て
い
た
．
星

子
隊
長
が
先
順
と
な
り
、
イ
バ
ラ
や

ス
ス
キ
を
分
け
て
進
む
．
般
初
の

一

O
分
穆
が
苦
労
す
る
厳
測
ぎ
で
あ
り
、

馬
酔
木
の
林
に
入
る
と
問
阻
無
く
進

め
た
．
結
局
四
O
分
で
燦
附
陣
織
に
到

婚
す
る
事
が
出
来
た
．
線
．
保
越
で

大
休
止
を
取
り
．
先
が
長
い
と
の
事

で
伽
藍
岳
に
は
飯
闘
と
安
東
が
代
表

し
て
登
る
事
と
な
り
、
後
の
メ
ン
バ

ー
は
先
を
急
ぐ
．
飯
悶
と
安
東
は
伽

藍
岳
の
往
復
に
は
一
ニO
分
を
掛
け
、

皆
を
追
い
か
け
た
．

内
山
へ
の
登
り
道
の
所
々
に
ホ
ト

ト
ギ
ス
が
咲
き
、
自
然
が
残
り
感
激

さ
せ
ら
れ
た
．
し
か
し
自
然
が
残
っ

て
い
る
と
言
う
こ
と
は
、
逆
に
考
え

る
と
、
人
が
入
っ
て
い
な
い
事
を
意

味
す
る
．

内
山
の
山
頂
が
近
づ
く
と
、

ま
た
ス
ス
キ
が
繁
り
、
盛

山
道
が
岨
隠

れ
て
し
ま
う
砲
で
．
内
山
か
ら
船
底

へ
の
下
り
は
感
く
足
元
が
見
え
な
い

組
で
あ
っ
た
．
何
人
か
は
ス
リ
ッ
プ

し
な
が
ら
、
船
底
に
到
絡
す
る
．

こ
の
船
底
ま
で
、
朝
出
発
し
て
か

ら
四
時
間
か
か
っ
て
い
る
。
後
、
ふ
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た
受
り
（
鞍
ガ
戸
の
聾
り
と
鶴
見
岳

の
笠
り
）
で
ゴ
ー
ル
だ
．
ま
た
大
休

止
を
取
り
、
最
後
の
豊
り
の
鋭
気
を

草
食
う
。
今
日
も
気
温
は
三O
度
を
越

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
・
こ
の
夏
は
毎

日
暑
く
、
大
分
は
気
象
観
測
始
ま
っ

て
以
来
の
酷
暑
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
午
後
か
ら
曾
が
晦
る
予
定
だ
と
天

気
予
報
は
言
っ
て
い
た
・

鞍
ガ
戸
の
登
り
も
前
の
内
山
と
変

わ
ら
ず
、
ス
ス
キ
の
為
受
り
m
mい
．

皆
、
暑
さ
と
道
の
怒
さ
の
為
に
歩
み

が
鈍
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
・
で
も
、

も
う

一
二
時
に
は
槌
見
岳
に
緒
く
事

が
出
来
る
射
種
内
に
入
っ
た
の
で
、

安
心
し
て
い
る
・
般
ガ
戸
で
最
後
の

休
憩
を
取
る
・

さ
あ
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
だ
．
岨
贋
分

歩
き
安
く
な
っ
た
縦
走
路
を
飛
ば
す
。

鞍
ガ
戸
の
3

峰
、
2

録
、
－
織
と
通

り
過
ぎ
、
鶴
見
岳
へ
の
最
後
の
受
り

に
な
る
。
計
画
で
は
一
二
時
丁
度
に

山
頂
到
着
の
為
に
山
頂
手
前
で
時
聞

を
つ
ぶ
す
予
定
で
あ
っ
た
が
、
上
の

方
か
ら
呼
ぶ
声
が
す
る
の
で
、
受
っ

て
行
く
と
西
さ
ん
と
阿
部
さ
ん
で
あ

っ
た
。
山
頂
手
前
で
合
流
し
、
山
頂

へ
向
か
う
・

鶴
見
山
頂
到
着
一
一
時
二
O
分
。

本
日
の
行
動
五
時
間
五
五
分
．
『
別

府
湾
リ
レ
l

登
山
』
園
東
半
島
コ
ー

ス
島
原
終区
聞
は
終
了
し
た
．
万

歳
。

（
一
九
九
八
．
八
．
二
三
（
日
）

コ
ー
ス
タ
イ
ム
：
十
文
字
原
発
（
町
一
M

m
）
｜
休
惣8
1
0

江
ピ
l

ク
（
明
日
包
｜

聞
い
怠
）
l

塚
原
越
（
吋
一NH
i？
ω
。
）
｜
伽

藍
岳
（
吋い
怠
）i

問
機
原
越
（
吋
ふ
吋
）

l

休

憩
（
∞
一
自
l
∞
υ
ω品
〉
｜
内
山
（
∞
ふ
∞
l

由
一H

O
）
｜
船
底
（
由
一
M
m
l
＠
ふ
とl

鞍
ガ
戸

（
忌
一5
1
5
υ
ω
め
）
｜
鶴見
岳
山
頂
（
口

一
M
。
）

参
加
者
安
束
、
飯
田
、
池
辺
、
児

玉
、
継
松
、
昼
子
、
松
井
、

渡
辺
、
渡
辺
、
西
（
孝
）
、

阿
部

無
機
w…
…
…
…
総
勝
川

…
…
…
…
…
漆
慾

西

あ
ず
さ

八
月
一
旬
、

雨
模
様
の
ツ
エ
ル
マ

ッ
ト
に
到
着
。
翌
日
の
プ
ラ
イ
ト

ホ

ル
ン
に
登
る
た
め
の
食
料
の
買
い
出

し
に
行
く
。

一
一目
、
天
候
は
態
く
な
い
が
、
強

風
の
た
め
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
が
動
か
な

い
．
プ
ラ
イ
ト

ホ
ル
ン
登
山
を
あ
き

ら
め
、
仕
方
な
く
、
氷
河
の
解
け
た

水
が
浸
食
合
繰
り
返
し
て
で
き
た
谷

に
除
り
、
沢
の
両
岸
の
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
コ
ー

ス
を
楽
し
む
。
マ
ッ
タ

l

ホ

ル
ン
は
裟
を
見
せ
な
い
．
ヘ
ル
ン
リ

ヒ
ュ
ッ
テ
か
ら
の
情
報
に
よ
る
と
、

雪
が
降
っ
て
い
る
ら
し
い
。

三
日
、
雪
の
た
め
延
期
。
通
常
、

降
雪
の
後
は
快
晴
が
二
日
続
か
な
い

と
ガ
イ
ド
協
会
は
ガ
イ
ド
を
出
さ
な

い
そ
う
だ
。
悔
し
い
思
い
で
ガ
ス
に

腫
れ
た
マ
ツ
タ
1

ホ
ル
ン
の
方
向
を

見
な
が
ら
、
ゴ
ル
ナ
グ
ラ
ー
ド
か
ら

ス
ネ
ガ
ま
で
約
5

時
間
の
ハ
イ
キ
ン

グ
に
出
発
．

回
目
、
ま
た
も
や
延
期
。
入
山
さ

え
も
、
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
不
安
を

抱
え
て
、
ク
ラ
イ
ン
マ
タ
l

ホ
ル
ン

に
上
が
り
、
ガ
ス
の
切
れ
聞
か
ら
凡

え
隠
れ
す
る
ヘ
ル
ン
リ
稜
を
眺
め
る
．

盟
遺
レ
ン
ズ
で
微
か
に
y

ル
ベ
イ
小

屋
が
見
え
る
．
夕
方
、
マ
ッ
タ

l

ホ

ル
ン
が
は
じ
め
て
私
た
ち
の
前
に
姿

を
現
し
た
．
ガ
ス
の
中
か
ら
ボ

！

と

白
く
無
気
味
な
婆
だ
っ
た
．

五
日
、
初
め
て
の
脊
空
。
し
か
し

マ
ツ
タ
1

ホ
ル
ン
の
ピ
l

ク
は
ガ
ス

の
中
．
も
う
予
備
日
は
な
い
。
モ
ン

テ
ロ
l

ザ
に
変
更
の
プ
ラ
ン
も
出
さ

れ
る
。
九
時
半
。
ガ
イ
ド
か
ら
入
山

の
連
絡
が
入
り
、
緊
張
感
の
中
に
も

な
ご
や
か
な
昼
食
が
取
れ
た
。
シ
ユ

ヲ
ル
ツ
ゼ
l

で
ロ
！
プ
ク
ェ
ー
を
降

り
、
二
時
間
で
ヘ
ル
ン
リ
ヒ
ュ
ッ
テ

に
着
く
・
途
中
、
尾
根
に
出
る
と
真

正
面
に
マ
ツ
タ
l

ホ
ル
ン
が
婆
を
現

す
．
大
き
く
こ
ち
ら
に
襲
い
か
か
っ

て
く
る
よ
う
に
見
え
る
・

夕
食
後
、
ガ
イ
ド
の
フ
エ
リ
ッ
ク

ス
と
装
備
点
検
．
ピ
ッ
ケ
ル
は
使
わ

な
い
と
曾
う
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
ヘ
シ

ド
ラ
ン
プ
、
ア
イ
ゼ
ン
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
ク
ヱ
ア
ー
か
ら
、
行
動
食

に
い
た
る
ま
で
点
検
す
る
・

六
日
、

三
時
半
。
パ
ン
と
コ
ー
ヒ

ー
の
朝
食
を
取
り
出
発
。
取
り
付
き

に
は
問
中
く
も
行
列
が
で
き
て
い
る・

い
き
な
り
人
の
い
な
い
左
の
ルl
ト

を
取
る
。

上
の
ソ
ル
ベ
イ
小
屋
ま
で
、

3

時
間
で
登
ら
な
け
れ
ば
タ
イ
ム
オ

ー

バ
ー
で
下
ろ
さ
れ
て
し
ま
う
・
ベ

ー
ス
が
気
に
な
る
が
、
ガ
イ
ド
は
上

へ
上
へ
高
度
を
稼
ぎ
、
話
し
か
け
る

ど
こ
ろ
か
、
高
度
を
感
じ
る
聞
は
も

・
ち
ろ
ん
、
も
の
を
考
え
る
こ
と
す
ら

で
き
な
い
ベ
l

ス
で
盛
っ
て
い
く
．

休
惣
は
し
な
い
．
盤
の
前
で
の
順
番

待
ち
が
唯

一
の
休
胞
に
な
る
が
、
フ

エ
リ
ッ
ク
ス
は
『
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
」
と

コ
l

ス
を
変
え
て
、
な
お
も
畳
る
・

東
盟
側
を
巻
く
の
に
ち
ょ
っ
と
し
た

ト

ラ
パ
1

ス
で
も
足
元
の
下
は
、
遁

か
彼
方
、
暗
聞
の
世
界
．

明
る
く
な
り
始
め
、
機
保
さ
れ
な

が
ら
の
登
拳
が
続
く
・
こ
こ
が
そ
ズ

レ
イ
ス
ラ
プ
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
、

ソ
ル
ベ
イ
小
屋
の
横
に
出
る
。
二
時

間
半
。
や
っ
と
休
憩
で
き
る
．
休
憩

し
て
い
る
聞
も
ガ
イ
ド
と
私
を
つ
な

ぐ
ザ
イ
ル
は
結
ぼ
れ
た
ま
ま
。
フ
エ

リ
ッ

ク
ス
の
作
っ
て
く
れ
た
ス
ペ
シ

ャ
ル
ド
リ
ン
ク
が
お
い
し
い
．
出
発

す
る
頃
に
太
陽
が
昇
っ
て
き
た
・

ソ
ル
ベ
イ
の
上
か
ら
は
稜
線
に
ル

！
ト

を
と
る
。
北
壁
を
真
横
か
ら
見

る
こ
と
に
な
る
・
ル
ー
ト
を
教
え
て

く
れ
る
が
、
じ
っ
く
り
見
る
余
絡
は

な
い
。
約

一
時
間
で
曹
の
た
め
ア
イ

ゼ
ン
を
清
け
る
・
ザ
ツ
ク
が
や
っ
と

置
け
る
ほ
ど
の

ス
ペ
ー

ス
し
か
な
く
、

片
足
を
上
げ
る
に
も
集
中
カ
が
い
る．

綱
引
き
に
使
う
よ
う
な
太
い
フ
イ
ツ

ク
ス
ロ
ー
プ
が
何
か
所
も
あ
る
。
ア

イ
ゼ
ン
の
出
っ
歯
だ
け
で
登
る
よ
う

な
と
こ
ろ
も
出
て
く
る
。
フ
エ
リ
ッ

ク
ス
の
足
と
ザ
イ
ル
の
伸
び
て
い
る

方
向
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
心

臓
が
口
か
ら
出
て
し
ま
い
そ
う
な
ほ

ど
早
い
ペ
l

ス
で
登
っ
て
い
く
。

傾
斜
が
緩
や
か
に
な
り
、
曾
の
た

っ
ぷ
り
清
い
た
と
こ
ろ
に
出
る
と

「
お
疲
れ
さ
ん
」
。
一
一緒
に
絵
加
し

た
ま
人
の
戸
が
す
る
。
八
時
半
。
ピ

ー
ク
は
余
り
に
も
突
俄
だ
っ
た
。
無

風
、
快
晴
、
4

℃
。
フ
Z
uジ
ツ
ク
ス

と
鍾
手
．
あ
り
が
と
う
と
い
う
官
業

し
か
思
い
浮
か
ば
な
い
。
こ
こ
で
1

枚
の
写
真
と
と
も
に
配
念
撮
影
。
こ

の
写
真
の
人
は
、
大
学
の
先
織
で
マ

ツ
タ
l

ホ
ル
ン
に
登
る
は
ず
の
夏
を

前
に
、
五
月
、
奥
穂
で
亡
く
な
っ
た
。

一

せ
め
て
写
真
だ
け
で
も
マ
ツ
タ

l

ホ

引

ル
ン
に
連
れ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
送

ら
れ
て
き
た
も
の
。
「
彼
女
と
と
も

に
イ
タ
リ
ア
側
の
ピ
ー
ク
に
行
き
た

い
」
「
O
K
、
彼
女
の
た
め
に
行
こ

う
」
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
に
私
の
想
い
が

伝
わ
り
、
イ
タ
リ
ア
側
の
ピ
ー

ク
へ

向
か
う
・

北
壁
側
の
一
番
て
っ
ぺ
ん
、
切
り

立
っ
た
雪
稜
を
一
五
分
。
大
き
な
十

字
架
の
あ
る
イ
タ
リ
ア
側
の
ピ
ー

ク

に
着
く
．
こ
こ
で
も
先
鍛
の
写
真
と

と
も
に
配
念
撮
彫
を
す
る
。
ピ
ー
ク

に
立
っ
た
と
い
う
災
峨
が
沸
い
て
き

て
涙
が
溢
れ
た
・

こ
こ
数
日
の
慾
天
を
物
路
る
か
の

よ
う
に
、
十
字
架
に
は
5
0

セ
ン
チ

を
超
え
る
海
老
の
尻
尾
が
で
き
て
い

た
．
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
は
そ
ン
プ
ラ
ン



が
見
え
る
と
言
う
が
、
私
に
は
ど
の

山
か
分
か
ら
な
い
。
足
元
に
は
イ
夕

刊
ノ
ア
の
町
が
見
え
る
。

下
り
は
私
が
先
に
歩
く
。
ま
さ
に

犬
の
散
歩
状
態
。
ア
イ
ゼ
ン
を
外
す

ま
で
は
、
引
っ
か
け
な
い
よ
う
に
じ

ゅ
う
ぶ
ん
注
意
を
し
な
が
ら
下
る
。

酎
慰
霊
下
降
す
る
と
こ
ろ
は
ラ
ク
チ
ン
。

ザ
イ
ル
を
使
っ
た
後
の
回
収
の
速
さ

が
す
ご
い
。
あ
っ
と
い
う
問
な
の
で

私
に
と
っ
て
は
休
懲
に
も
な
ら
な
い
。

ソ
ル
ベ
イ
ま
で
二
時
間
で
下
り
、

ヘ
ル
ン
リ
ま
で
二
時
問
。
最
後
の
鍵

は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
多
い
の
で
ス
マ
ー

ト
に
・
－
と
思
っ
た
が
、
も
う
く
た

く
た
．
「
ゃ
っ
た
l

ツ
」
思
わ
ず
戸

を
上
げ
て
し
ま
っ
た
。
フ
エ
リ
ッ
ク

ス
に
抱
き
つ
い
て
、
し
ば
ら
く
涙
が

止
ま
ら
な
い
．
「
プ
ラ
ボ
！
」
の
声

と
と
も
に
拍
手
が
聞
こ
え
る
。
下
山

し
て
こ
ん
な
に
涙
が
出
た
山
は
今
ま

で
に
な
い
。

「
頂
上
の
石
拾
っ
た
？
」
し
ま
っ

た
。
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。
マ
ツ

タ
l

ホ
ル
ン
の
石
に
変
わ
り
は
な
い

と
自
分
に
言
い
訳
し
な
が
ら
、
ヘ
ル

ン
リ
ヒ
ュ
ッ
テ
の
下
の
石
を
拾
う
。

「
ヘ
ル
ン
リ
の
下
の
石
だ
と
ば
ら
し

て
や
ろ
ツ
」
。
意
地
悪
な
友
で
あ
る
。

が
、
彼
が
誘
っ
て
く
れ
な
け
れ
ば
、

私
は
こ
ん
な
満
ち
足
り
た
気
分
で
こ

こ
に
立
つ
て
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ

’q
J。

（
五
月
例
会
山
行
報
告
）

継
松
久
美
男

五
月
九
日
午
後
八
時
に
大
分
市
を

出
発
す
る
。
野
浄
原
町
、
朝
地
町
を

経
て
竹
間
市
へ
。
竹
岡
市
か
ら
国
道

五
七
号
を
波
野
村
へ
。
波
野
村
か
ら

国
道
二
六
五
号
を
ひ
た
す
ら
南
へ
下

り
、
高
森
町
、
蘇
脇
町
、
五
ヶ
瀬
町

を
と
お
り
、
推
柴
村
へ
た
ど
り
若
く
。

秘
境
と
い
わ
れ
る
維
業
村
も
自
動
車

で
来
れ
ば
患
い
も
の
だ
。

椎
葉
村
か
ら
林
道
を
い
く
．
林
道

は
デ
コ
ボ
コ
が
少
な
い
の
で
普
通
撃

で
も
な
ん
と
か
登
っ
て
い
け
る
。
林

道
を
か
な
り
よ
り
扇
山
登
山
口
に
や

っ
と
到
着
。
時
刻
は
午
後
一
一
時
三

O
分
。
こ
の
日
は
こ
こ
で
ピ
パ
l

ク
。

翌
朝
五
時
出
売
。
山
の
朝
は
早
い
。

烏
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
、
新

緑
の
山
道
を
辿
る
。
空
気
も
清
々
し

い
。
天
候
は
曇
天
、
し
か
し
こ
れ
が

幸
い
し
て
暑
い
思
い
を
せ
ず
に
す
ん

だ
。
六
時
二
O
分
山
頂
へ
到
着
。
山

頂
で
万
歳
三
唱
、
記
念
鍛
影
を
し
た
。

下
り
の
林
道
で
は
今
日
の
山
開
き
の

準
備
に
向
か
う
自
動
車
に
何
台
も
出

会
っ
た
。

本
日
二
つ
め
の
ピ
l

夕
、
五
ヶ
瀬

町
の
祇
闘
山
へ
向
か
う
。
祇
園
山
も

林
道
を
相
当
上
っ
た
と
こ
ろ
が
登
山

口
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
磁
備
の
役
ゆ

か
り
の
地
で
あ
る
。
盛
山
口
に
「
笥

郷
田
鼎
残
犠
跡」
と

い
う
襟
織
が
あ
っ ·~問、.. 

（
扇
山
山
頂
に
て
）

た
。
取
付
き
か
ら
急
笠
で
あ
っ
た
が
、

一
気
に
釜
っ
て
し
ま
っ
た
。
山
頂
で

は
ま
た
万
歳
三
唱
、
記
念
撮
影
を
し

た
。
山
頂
に
登
山
者
の
た
め
の
ノ
ー

ト
が
お
い
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
に

記
帳
し
た
。
一
一
時
三

O
分
に
祇
関

山
登
山
口
に
戻
り
、
こ
こ
で
解
散
と

な
っ
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
の
心
が
の
が
良

か
っ
た
た
め
か
、
今
回
は
雨
に
も
降

ら
れ
ず
快
適
な
山
行
で
あ
っ
た
。

（
一
九
九
八
．
五
．
九
．
（
土
）

i

十
（
日
）
）

参
加
者
阿
部
、
安
藤
夫
襲
、

石
川
、，
工
藤
、
佐
々
木
、

継
松
、
菌
、
牧
野

飯
問
、

高
橋
、

耀
純
一意
外
二

－F

（
九
月
月
例
山
行
報
告
）

安

藤

幹

波
神
岳
（
一
一
五
O
米
）
高
塚
山

〈
七
二
六
．
ニ
米
）
烏
宿
山
（
五
回

O
米
）

午
前
五
時
サ
－
7
1
前
出
発
、
今
日

は
減
江
三
山
の
一
つ
渡
神
岳
へ
の
月

例
山
行
で
あ
る
。
大
分
自
動
車
道
を

日
閉
へ
向
か
う
。
濃
霧
の
十
文
字
原

を
経
て
快
澗
に
日
間
イ
ン
タ
ー
で

阿
速
道
を
出
た
途
端
、
佐
藤
氏
の
恵

が
思
い
が
け
な
い
ト
ラ
ブ
ル
発
生
、

巴
む
を
得
ず
佐
藤
氏
リ
タ
イ
ア
．
分

乗
し
直
し
て
再
出
発
。
前
津
江
村
石

建
峠
へ
、
い
つ
も
な
が
ら
名
ナ
ピ
グ

l

タ
l

飯
田
氏
の
先
導
で
七
時
半
霊

山
口
着
、
今
に
も
降
り
出
し
そ
う
な

空
模
様
の
中
、
雨
具
を
着
用
出
発
す

る
。
し
ば
ら
く
は
緩
や
か
な
歩
き
易

い
山
道
を
進
む
。

ト
ッ
プ
の
飯
間
氏
に
女
性
グ
ル
ー

プ
が
続
き
、
男
性
七
名
は
ス
ロ
l

ペ

ー
ス
で
歩
く
。
尾
根
筋
か
ら
急
畳
を

一
盛
り
す
る
と
山
頂
で
あ
る
。
三
角

点
と
石
の
澗
が
あ
り
権
現
社
と
の
こ

と
、
神
の
山
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
。

晴
れ
て
い
れ
ば
山
鮮
随
一
の
眺
め
の

山
と
い
わ
れ
る
が
あ
い
に
く
何
も
見

え
な
い
。
ひ
と
休
み
し
て
ヤ
ツ
ホ
l

三
唱
、
八
時
三
O
分
下
山
開
始
、
安

部
氏

一
足
先
に
下
る
と
言
っ
て
縦
走

路
の
方
向
へ
向
か
っ
た
の
で
慌
て
て

ミ‘

Jh
・

也
、

〈
官
問
塚
山
山
頂
に
て
）

大
声
で
呼
び
戻
す
。

二
つ
自
の
山
、
高
塚
山
へ
移
動
、

偲
頭
部
落
か
ら
入
山
す
る
。
燦
家
の

庭
先
、
石
垣
の
下
を
通
る
が
飼
犬
が

喧
し
く
吠
え
る
。
林
道
沿
い
に
は
ツ

リ
フ
ネ
草
の
大
群
落
が
広
が
り
美
し

い
。
石
川
氏
熱
心
に
撮
影
す
る
。
山

道
に
取
り
つ
き
境
界
標
を
辿
り
な
が

ら
登
る
。
一
行
と
離
れ
た
こ
人
を
探

し
に
戻
り
、
合
流
し
て
山
頂
へ
、
一

一
時
五
分
立
っ
た
ま
ま
の
食
事
と
な

る
．
相
変
わ
ら
ず
白
一
色
で
早
々
に

下
山
と
な
る
。

m
mり
は
農
家
の
庭
先

を
歩
く
が
犬
が
吠
え
な
い
、
即
興
様
な

集
団
に
恐
れ
を
な
し
た
の
か
も
？

時
間
が
あ
る
の
で
三
つ
闘
の
山
に

登
る
こ
と
に
し
て
大
山
町
の
烏
宿
山

に
向
か
う
。
「
梅
巣
を
植
え
て
ハ
ワ

イ
ヘ
行
こ
う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
l

n
h
u
 



ズ
に
取
り
組
ん
だ
大
山
町
の
梅
林
を

初
め
て
見
る
。
手
入
れ
の
行
き
届
い

た
侮
林
が
続
く
・
曲
が
り
く

ね
っ
た

車
道
を
霊
り
つ
め
る
と
烏
宿
衿
社
の

駐
車
場
に
着
く
。

登
山
と
言
う
よ
り

お
宮
参
り
で
あ
る
。
南
に
濡
れ
た
石

段
を
登
り
社
寂
で
参
拝
し

休
憩
中
ド

シ
ヤ
降
り
の
大
雨
と
な
り
し
ば
ら
く

雨
や
ど
り
と
な
る
。
三
角
点
を
探
す

が
、
雨
の
中
見
つ
か
ら
な
い
ま
ま
下

山
．
現
地
解
散
そ
れ
ぞ
れ
帰
途
に
つ

い
た
・

一
人
で
は
盛
れ
な
い
山
に
山

の
仲
間
と
一
一
緒
に
盛
れ
る
幸
せ
に
感

船
聞
し
て
い
る・

一
九
九
八
．
九
．
二
七

（
日
）

同
行
者
安
藤
夫
婆
、
安
部
、
飯
田
、

石
川
、
岸
本
、
木
本
、
小
竹
、

斉
藤
、
佐
藤
、
清
水
、
西
、

牧
野
、
松
村
、

（
十
月
月
例
山
行
報
告
）

牧
野
信

江

平
成
一
O
年
一
O
月
一
八
日
（
日

曜
）
朝
五
時
に
、
サ
ニ
l

ス
ポ
ー
ツ

の
前
に
集
合
し
、
問
ロ
さ
ん
の
車
で

主
人
で
出
売
し
ま
し
た
．
支
郎
副
械
の

お
知
ら
せ
に
、
ザ
イ
ル
等
お
持
ち
の

方
は
ご
持
怠
く
だ
さ
い
と
書
い
で
あ

っ
た
の
で
内
心
少
し
不
安
で
し
た
．

前
日
は
時
期
は
ず
れ
の
台
風
十
号
が

一
時
間
に
六
0
ミ

リ
の
記
録
的
な
大

雨
を
伴
っ
て
、
大
分
を
通
り
ま
し
た
。

当
日
は
小
雨
が
時
々
ぱ
ら
つ
き
ま
し

た
が
、
午
後
か
ら
は
雨
が
や
み
ま
し

た
。
平
尾
台
は
行
機
か
ら
少
し
北
西

に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
七
時
四O

分
に
峠
（
吹
上
峠
）
の
駐
車
場
よ
り

出
発
し
ま
し
た
。
（
雨
の
後
な
の
で

岩
を
と
り
止
め
、
買
山
に
登
る
こ
と

に
な
る
。
）
カ
ル
ス
ト
台
地
で
、
な

だ
ら
か
な
離
原
の
丘
陵
に
白
い
棉
円

形
の
お
わ
ん
を
ふ
せ
た
よ
う
な
石
灰

絡
が
点
在
し
て
い
ま
す
・
遺
く
か
ら

見
る
と
羊
の
抑
れ
の
よ
う
に
見
え
ま

す
．
貰
山
は
そ
の
中
で

一
番
高
い
山

で
す
．
地
闘
が
な
く
、
ガ
ス
が
晴
れ

た
時
に
や
っ
と
山
が
見
え
た
の
で
、

少
し
速
ま
き
に
な
り
ま
し
た
が
九
時

三
五
分
に
頂
上
〈
七

一
二
米
）
に
着

き
ま
し
た
。
見
晴
ら
し
が
良

く
、

周

防
灘
が
見
え
、
気
持
ち
が
良
か
っ
た

で
す
。
行
例
の
『
万
歳
』
を
し
ま
し

た
。
三
角
点
は
、
少
し
離
れ
た
と
こ

ろ
で
飯
閉
さ
ん
が
見
つ
け
ま
し
た
。

紫
色
の
か
れ
ん
な
花
が
咲
い
て
い
ま

し
た
。
石
川
さ
ん
と
閉
口
さ
ん
は
、

よ
く
写
真
を
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

頂
上
か
ら
足
立
山
が
良
く
見
え
ま
し

た
の
で
、
次
ぎ
は
そ
こ
に
行
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

足
立
山
は
北
九
州
市
に
あ
り
ま
す
．

九
州
百
山
の
一
つ
で
す
。
和
気
清
麻

路
が
逝
鱗
に
足
の
筋
を
切
ら
れ
、
山

麓
の
泉
で
足
の
治
療
を
し
た
ら
足
が

立
っ
た
こ
と
で
山
名
が
つ
い
た
そ
う

で
す
。
山
総
に
妙
見
紳
祉
が
あ
り
、

猪
に
乗
っ
た
和
気
消
麻
路
公
の
像
が

あ
り
ま
す
。

二
一
時
四
O
分
に
足
立

公
園
登
山
口
よ
り
登
り
ま
し
た
。

階

段
状
の
道
な
の
で
き
っ
か
っ
た
で
す
。

小
文
字
山
と
い
う
三
百
六
十
六
米
の

ピ
1

ク
で
は
小
倉
市
街
が
足
下
に
見

え
ま
し
た
。
草
地
の
肪
火
帯
を
過
ぎ

最
後
の
き
つ
い
登
り
を
終
え
、
午
後

三
時
に
頂
上

（
五
九
八
米
）
に
着
き

ま
し
た
・
三
角
点
の
石
が
け
ず
り
と

ら
れ
表
面
が
ぎ
ざ
ぎ
ざ
に
な
っ
て
い

ま
し
た
・
三
角
点
に
ス
ト
ッ
ク
を
っ

き
、
百
さ
ん
の
音
顕
で
恒
例
の
「
ヒ

ヤ
ツ
ホ
l

」
で
締
め
ま
し
た
。

い川... 
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（
足
立山
山
頂
に

て
）

ま
た
も
と
の
登
山
口

ま
で
引
き
返

す
と
時
聞
が
か
か
る
の
で
、
妙
見
神

社
側
に
お
り
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

商
さ
ん
が
頂
上
で
会
っ
た
グ
ルー
プ

に
田
口
さ
ん
を
車
ま
で
乗
せ
て
い
っ

て
く
れ
る
よ
う
に
頼
み
ま
し
た
。
残

っ
た
卓
也
は
少
し
お
くれ
て
出
発
し
、

午
後
凶
時
三
十
分
に
神
社
に
着
き
ま

し
た
が
、
一
時
間
ぐ
ら
い
待
っ
て
も

閉
口
さ
ん
は
現
れ
ま
せ
ん
。
い
ろ
い

ろ
気
を
も
ん
で
い
る
と
、
さ
っ
き
の

小
倉
の
四
人
の
グ
ル
ー
プ
と
田
口
さ

ん
が
ゴ
ミ
袋
を
手
に
現
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
先
に
お
り
て
い
る
と
ば

か

り
思
っ
て
い
た
の
で
び

っ
く
り
し
ま

し
た
。
別
の
ル
l

ト

か
ら
ゴ
ミ
集
め

を
し
な
が
ら
お
り

て
き
た
の
で
お
そ

く
な
っ
た
の
で
し
た
・

m
m葉
樹
が
茂

っ
て
気
持
ち
よ
か

っ
た
で
す
．
企
救

自
然
歩
道
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
－

W
で
熊
事
夜
八
時
十
分
に
サ
エ
l

ス

ポ
ー
ツ
前
に
治
会
C
－
ま
し
た
．
楽
し
い

一
日
で
し
た
。

（
一
九
九
八

。

（
日
）
）

多
加
者
飯
問
、

牧
野

石
川
、
図
口
、
西

護主

J
A
C

本
部
の
膏
藤
惇
生
会
長
が

か
ね
て
よ
り
本
県
の
傾
山
に
登
っ
て

見
た
い
と
い

う
御
意
向
で
あ
る
こ
と

を
商
事
務
局
長
が
聞
き
、
会
員
上
げ

て
是
非
皆
で
お
迎
え
し
よ
う
と
い
う

こ
と

に
な
り
、
去
る
十
一
月
二
十
二

日
、

支
部
月
例
山
行
を
兼
ね
て
皆
で

一
締
に
聾
る
こ
と
と
な
っ
た
．
当
日

は
会
長
と
と
も
に
は
る
ば
る
同
行
さ

れ
た
京
都
支
部
の
酒
井
支
部
長
や
、

会
長
と
陥
知
の
工
藤
医
院
（
南
大

分
）
の
医
院
長
や
別
府
中
央
病
院
の

内
田
院
長
を
は
じ
め
、
会
員
、
会
友

合
計
三
十
一
名
が
参
加
し
、
に
ぎ
や

か
な
山
行
と
な
っ
た
。
ま
た
、
下
山

後
は
三
重
町
の
『
内
山
亭
』
で
全
員

参
加
の
も
と
に
懇
親
会
を
開
催
し
、

な
ご
や
か
な
一
時
を
過
ご
し
た
。
当

日
の
山
行
報
告
を
会
友
の
林
さ
ん
に

お
願
い
し
た
。山

へ

〈
十
一
月
月
例
山
行
報
告
）

林

昭
子

朝
六
時
サ
ニ
l

出
発
、
私
は
宮
崎

で
ひ
ろ
っ
て
も
ら
う
。
飯
田
氏
の
事

で
、
梅
木
支
部
長
と
一
緒
だ
。
ち
ょ

っ
ぴ
り
緊
張
。
三
重
の
内
山
観
昔
前

で
一
同
下
車
。
待
ち
合

わ
せ
て
い
た

驚
藤
会
長
と
初
顔
合
わ
せ
で
、
梅
木

支
部
長
よ
り
会
長
と
酒
井
京
都
支
部

長
の
紹
介
あ
っ
た
。
思
っ
た
よ
り
小

さ
な
方
で
あ
っ
た
。
私
は
大
男
の
山

男
を
連
想
し
て
い
た
。

総
勢
三
十
一
名
が
そ
ろ
い
、
車
十

一
台
を
連
ね
て
再
出
発
。
道
々
紅
紫

も
自
に
つ
く
・
カ
ー

ブ
を
曲
が

っ
た

ら
自
の
前
が
ま
っ
赤
、
肋
例
出
効
煤
ば

つ
ぐ
ん
で
あ
る
・
何
と
も

可
愛
ら
し

い
宇
目
町
の
ト
ト
ロ
の
パ
ス
俸
を
過

ぎ
、
途
中
大
明
神
越
草
寸前
の
杉
ガ
越

展
盟
所
で
小
休
憩
後
、
一
路
の
傾
山

の
盛
山
口
（
鼎
仁
闘
）
へ
。
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（
九
折
越
に
て
）

九
時
ご
ろ
蕊
到
着
順
に
順
次
畳
山
開

始
、
途
中
の
水
織
で
嶋
田
が
揃
う
の
を

待
っ
て
再
出
発
。
九
折
越
に
十
時
過

ぎ
に
到
着
。
天
気
は
晴
れ
、
気
温
六

度
、
さ
す
が
十
一
月
の
領
山
世
帯
い
。

す
こ
し
早
い
が
こ
こ
で
昼
食
。
鉄
砲

で
う
っ
た
キ
ジ
飯
を
甲
斐
氏
よ
り
御

馳
走
に
な
り
満
足
。

全
員
揃
っ
て
記
念
写
真
撮
影
後
、

十
時
四
O
分
出
発
．
山
頂
の

二
つ
の

ご
つ
ご
つ
と
し
た
岩
肌
、
何
度
見
て

も
す
ご
い
．
ま
た
来
れ
て
こ
と
を
感

附
。
九
折
越
を
出
発
し
て
間
も
な
く

空
が
・
り
だ
し
た
・
山
頂
に
も
ガ
ス

が
か
か
り
だ
し
た
．
下
山
す
る
ま
で

は
ど
う
ぞ
雨
が
降
り
ま
せ
ん
よ
う
に

と
心
で
祈
る
．
世
曙
い
輔
副
に
な
る
か
も
、

高
度
が
上
が
る
に
つ
れ
道
の
雌
に
う

っ
す
ら
と
が
残
っ
て
い
る
．
今
朝

方
に
で
も
降
っ
た
の
だ
ろ
う
．
霜
柱

も
す
ご
い
。
同
行
の
小
4

年
生
の
男

の
子
元
気
、
走
り

ま
わ
っ
て
い
る
。

う
ら

や
ま
し
い
。
ゼ
イ
ゼ
イ
言
い
な

が
ら

頑
張
る
。

山
頂
の
一
O
分
ほ
ど
手
前
で
風
を

避
け
、
後
続
の
人
た
ち
を
待
つ
。
気

温
五
度
、
全
員
揃
っ
て
隊
を
整
え
て

山
頂
へ
。
山
頂
は
強
風
と
ガ
ス
の
中

だ
が
何
度
き
て
も
感
動
。
山
頂
で
の

杷
念
機
影
は
会
の
旗
を
出
す
の
を
忘

れ
て
二
度
写
す
。
旗
を
持
っ
て
く
る

な
ど
良
く
気
の
つ
く
人
だ
。
あ
ず
さ

さ
ん
務
敬
。

象
い
山
脱
。
一
二
時
二
O
分
に
下

山
開
始
。
少
し
し
ぐ
れ
て
い
た
が
天

気
は
｛
降
ら
ず
に
〉
保
っ
て
い
る
．

皐
く
下
山

し
よ
う
。
雨
の
中
は
つ
ら

い
。
九
折
越
に
一
三
時
三
O
分
到
精
．

後
続
の
人
を
、
お
や
つ
を
食
べ
な
が

ら
待
つ
。
山
頂
を
見
上
げ
る
と
先
ほ

ど
ま
で
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
晴
れ
．

通
過
し

た
ら
し
い
前
線
が
う
ら
め
し

い
。
九
折
小
島
に
行
っ
て
見
た
。
前

固
と
は
違
い
大
変
立
派
な
小
屋
が
建

っ
て
い
た
。
中
も
掃
除
が
い
き
と
ど

い
て
き
れ
い
だ
。
晴
れ
た
空
に
傾
山

の
二
つ
の
治
時
が
す
ば
ら
し
い
。

一
四
時
三
O
分
、
九
折
越
を
出
発

し

一
五
時
一
五
分
、
駐
車
地
点
に
つ

く
。
後
か
ら
下
り

て
く
る
人
た
ち
を

待
っ
て
世
知
事
。
会
食
の旧場
所
「内
山

本
』

を
目
指
し
て
開
発
。

会
食
は
仰
木
氏
削
長
、
野
脱
会
長
、

京
都
文
榔
長
の
倹
拶
の
あ
と
乾

杯
。
ニ
O
O
O
年
に
大
分
で
聞
く
予

定
の
支
部
凹
O
周
年
記
念
と
全
国
支

部
総
談
会
に
大
い
に
期
待
。

会
長
か
ら
良
い
山
行
だ
っ
た
と
官
官

ん
で
も
ら
え
た
。
二
O
O
O
年
に
は

訟
も
何
か
の
形
で
参
加
さ
せ
て
も
ら

お
う
。
会
長
さ
し
入
れ
の
ブ
ラ
ン
デ

ー
な
ど
欽
み
な
が
ら
思
う
、
幸

せ
。

（
一
九
九
八

一
一
．
一
一二（

日
）
〉

参
加
者
斉
藤
会
長
、
酒
井
支
部
長
、

工
藤
院
長
、
梅
木
支
部
長
、
内

問
、
相
野
、
阿
部
、
安
藤
失
禁
、

飯
問
、
石
川
、
小
幡
、
岡
市
費
、

木
本
夫
婆
、
木
本
（
礼
）
木
本

（
湾
）
、
吉
良
、
小
竹
、
佐
騰
、

首
藤
、
高
木
、
高
橋
、
悶
口
、

土
居
、
商
（
あ
）
、
野
上
夫
襲
、

林
、
息
子
、
山
傷
、
渡
辺
、

西

孝
子

九
月

一
九
日
大
分
空
港
八
時

二
五

分
発
、
、
羽
岡
十
時
五
五
分
、
秋
附

一
二
時
緒
、
J
R

秋
田
駅
発
一
二
時

四
五
分
、
男
鹿
駅
よ
り
パ
ス
で
北
浦

門
前
で
さ
ら
に
磯
乃
家
旅
館
へ
と

阿
部
和
代
会
員
と
二
人
。
支
部
長
二

十
凶
名
、
百
六
十
五
名
の
会
員
参
加
。

午
後
四
時
よ

り
支
部
連
絡
会
議
、
六

時
よ
り
怒
親
会
、
一
部
屋
に
並
ん
だ

お
膳
の
間
に
人
が
小
さ
く
な
り
、
通

路
な
ど
な
し

。
秋
田
の
会
長
挨
拶
、

秋
田
の
歌
、
な
ま
は
げ
と
記
念
写
真
。

動
け
な
い
、
足
は
痛
し
。
山
盛
り
の

ご
ち
そ
う
に
驚
く
。
こ
こ
の
主
人
が

市
観
光
協
会
副
会
長
。
市
の
お
え
ら

い
さ
ん
の
挟
拶
が
続
く
・

過
の
横
は
海
だ
が
静
か
．
九
州
か

ら
の
移
動
で
ぐ
っ
す
り
．

九
月
二
O
目
、
な
ま
は
げ
の
写
真

九
百
円
を
朝
食
の
前
に
買
う
．
和
代

さ
ん
「
あ
の
せ
ま
い
所
を
一
人
ず
つ

写
し
た
は
ず
．
』
と
．
朝
食
後
遊
覧

船
で
戸
賀
ま
で
半
島
の
奇
岩
を
海
よ

り
観
賞
。
こ
れ
よ
り
真
山
神
社
ま
で

パ
ス
で
四
十
分
、
男
鹿
三
山
お
山
が

け
入
口
で
、
神
主
の
話
と
又
こ
こ
で
、

な
ま
は

げ
数
人
が
出
て
皆
を
膏
か
す
。

真
山
は
天
然
秋
田
杉
が
茂
る
秋
岡
藩

御
用
林
で
、
こ
れ
を
急
登
と
ま
き
道

が
あ
る

。
二
度
と
来
な
い
だ
ろ
う
と

急
登
を

選
び
、
雨
の
中
を
一
等
三
角

点

（航
空
自
衛
隊
レ
ー
ダ
ー
基
地
）

七
一
五
．
こ
は
つ
自
衛
隊
員
が
三

角
点
の
所
に
い
て
、
基
地
の
方
向
を

写
さ
ぬ
よ
う
に
注
意
さ
れ
る
・

町
よ
り
道
が
つ
け
て
あ
り
、
食
事

も
隊
の
中
で
秋
悶
名
物
の
汁
を
よ
ば

れ
、
こ
こ
よ
り
毛
無
山
へ
行
か
ず
、

特
別
に
舟
鹿
駅
ま
で
送
っ
て
も
ら
う
・

雨
も
や
み
、
夕
焼
け
の
鳥
海
山
を

眺
め
る
事
が
出
来
た
。
車
止
め
よ
り

沌
の
小
屋
へ
三
十
分
歩
く
・
ニ
O
時

に
寝
る
が
、
小
屋
番
と
一

人
の
世鉱山

者
だ
け
で
静
か
で
あ
る
。

二
一
日
三
時
起
床
、
出
発
三
時
四

五
分
、
星
が
美
し
く
、
沢
を
渡
り
、

踏
み
あ
と
を
見
な
が
ら

三
O
分
ほ
ど

行
っ
た
頃
、
小
屋
番
の
人
が
来
た
。

阿
部
さ
ん
の
驚
く
こ
と
。
小
屋
の
前

に

『あ
や
し
い
登
山
者
に
注
意
」
と

あ
っ
た
事
を
思
い
出
し
た
ら
し

い
。

七
O
歳
を
過
ぎ
て
も
足
ど
り
か
る
く
、

『
水
く
み
に
行
っ
た
と
思
っ
て
い
た

ら
、
帰
っ
て
来
な
い
の
で
心
閉
し
て

登
山
道
を
教
え
に
来
た
。
」
と
。
女

二
人
夜
道
を
進
む
な
ど
あ
ま
り

な
い

の
だ
ろ
う
。

向
原
宿
小
鹿
よ
り
山
頂
火
口
阻
ま

で
は
、
念
畳
で
、
皐
裂
か
ら
刷
や
け

と
変
わ
る
織
は
、
何
時
も
云
い
織
の

な
い
味
わ
い
で
あ
る
。
風
が
強
く
な
一

り
、
山
頂
小
屋
に
用
の
あ
る
へ

リ

コ
凸
ー

プ
タ
ー
が
何
回
か
来
た
が
、
着
地
出

来
ず
に
帰
っ
て
行
っ
た
。
七
高
山

頂

九
時
二
七
分
、
風
ま
か
せ
で
、
火
口

壁
を
よ
た
よ
た
と
歩
き

、

下
り
か
け

た
頃
、
登
山
者
四
、
五
人
グ
ル
ー
プ

に
二
回
程
あ
っ
た
だ
け
で
、
十
時
す

ぎ
に
は
山
頂
は
ガ
ス
を

か
ぶ
っ
て
見

え
な
い
。
二
人
で
還
の

よ
さ
を
よ
ろ

こ
び
、
滝
の
小
屋
へ
。
こ
こ
で
タ
ク

シ
ー
を
呼
ん
で
も
ら
い
草
北
め

へ
。

小
雨
が
降
り
は
じ
め
る
。

こ
の
山
は
坐
る
よ
り
凡
る

山
だ
な

と
隠
し
な
が
ら
、
夕
焼
け
の

中

に
浮

か
ぶ
鳥
海
山
を
想
い
、
次
は
月
山

へ

と
タ
ク
シ
ー
に
衆
る
。

酒
田
よ
り
月
山
口
へ
パ
ス
で
。
雨

ひ
ど
し
・
清
水
島
に
品
川
ま
る
。
台
風

八
号
で
天
気
一
級
し
。
二
二
日
、

山
は



あ
き
ら
め
山
形
市
で
済
生
館
、
山
形

織
内
縛
物
館
と
三
十
五
度
の
域
内
を

見
学
。
ホ
テ
ル
よ
り
旅
館
に
し
、
午

後
九
時
台
風
を
見
送
り
、
二
三
日
、

阿
部
さ
ん
は
東
京
へ
、
私
は
福
島
で

分
か
れ
て
そ
れ
よ
り
東
吾
婆
へ
。

一

二
時
四
玉
分
出
発
。
タ
ク
シ
ー
を
待

た
せ
〈
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
）
雨
の
中
、

地
図
を
た
よ
り
に
、
大
本
の
線
、
木

道
．
山
頂
で
万
歳
、
ヤ
ッ
ホ
l

で
、

四
時
半
タ
ク
シ
ー
へ
．
パ
ト
ロ
ー
ル

の
人
が
「
も
う
三
時
半
過
ぎ
る
と
山

は
暗
い
と
心
配
し
て
い
た
・
」
と
．

野
地
温
泉
泊
・
相
槙
昆
．
日
本
山

岳
会
員
の
会
旗
に
寄
せ
書
き
が
あ
っ

た
の
で
、
主
に
、
二
万
五
千
の
地
図

を
見
せ
安
逮
太
由
民
山
の
事
を
聞
こ
う

と
し
た
が
、
私
に
よ
う
な
ば
ぱ
あ
に

は
取
り
あ
わ
ず
、
そ
の
ま
ま
し
っ
ぽ

を
巻
き
部
屋
で
の
ん
び
り
・

七
号
台
風
を
気
に
し
、
東
京
で
遊

ぶ
。
二
万
五
千
の
地
図
三
一
枚
を
た

っ
た
一
五
枚
、
閉
山
で
台
風
が
ら
み

の
旅
を
お
え
る
．

品1
・

ピ
？
色
。
総

飯

勝

回

私
は
先
日
約
三
十
年
ぶ
り
に
宮
崎

県
椎
葉
村
の
尾
前
と
い
う
と
こ
ろ
を

紡
れ
た
。
銚
子
傘
と
い
う
｛
畠
崎・
熊

本
県
績
に
あ
る
秘
境
・の
山
に
登
っ
た

あ
と
の
帰
り
道
の
こ
と
で
あ
る
・
翌

日
の
山
行
の
基
地
に
精
く
ま
で
に
時

間
に
余
裕
が
あ
る
の
で
、
ふ
と
思
い

つ
い
て
品
目
の
思
い
出
の
地
を
肪
ね
た

の
で
あ
る
。
防
ね
た
と
行
っ
て
も
車

で
少
し
鳴
り
過
し
た
だ
け
で
あ
る
が
、

か
ね
て
よ
り
、
心
の
奥
底
に
色
濃
く

残
っ
て
い
た
思
い
出
と
、
今
一
度
機

会
が
宥
れ
ば
紡
ね
て
見
た
い
と
思
っ

て
い
た
気
持
ち
に
務
わ
れ
て
ハ
ン
ド

ル
を
切
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

霧
立
越
や
国
見
岳
の
話
題
が
出
る

度
に
私
の
脳
裏
に
は
か
つ
て
山
旅
の

途
中
で
泊
ま
っ
た
こ
の
山
奥
の
小
さ

な
町
の
こ
と
が
浮
か
ん
で
く
る
。
初

め
て
訪
れ
た
秘
境
維
業
の
そ
の
最
奥

の
町
は
、
当

時
の
私
に
深
い
印
象
を

残
し
て
い
た
の
だ
。

県
境
の
不
土
野
峠
か
ら
下
っ
て
き

た
道
は
維
業
ダ
ム
の
湖
水
が
見
え
る

と
こ
ろ
ま
で
く
る
と
、
上
流
か
ら
来

た
道
と
出
会
う
。
こ
の
出
会
い
を
入

っ
て
わ
ず
か
八
キ
ロ
足
ら
ず
の
と
こ

ろ
に
尾
前
の
鋭
絡
が
あ
る
。
し
か
し

私
が
肪
れ
た
五
月
の
明
る
い
目
ざ
し

に
包
ま
れ
た
狭
い
谷
あ
い
の
集
落
は
、

品
目
の
山
深
い
奥
地
の
ほ
の
ぐ
ら
い
印

象
と
は
ず
い
ぶ
ん
と
遭
っ
て
い
た
．

あ
の
時
は
も
っ
と
家
並
も
多
く
、

之

町
が
大
き
く
感
じ
ら
れ
た
。
人
の
往

来
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
う
っ
そ

う
た
る
山
々
の
木
立
や
深
い
谷
あ
い

の
町
に
は
そ
こ
は
か
と
な
く
秘
境
の

イ
メ
ー
ジ
が
漂
っ
て
い
た
。
三
十
八

年
ぶ
り
に
見
る
尾
前
の
光
景
か
ら
は
、

私
の
脳
裏
に
あ
っ
た
む
か
し
の
そ
の

イ
メ
ー
ジ
が
よ
み
が
え
っ
て
こ
な
い
。

家
に
帰
っ
て
私
は
古
い
日
記
を
引

っ
ぱ
り
出
し
て
み
た
．
当
時
私
は
大

分
県
内
か
県
外
の
ご
く
近
く
の
山
し

か
経
験
が
な
く
、
九
州
宥
祭
山
地
と

第
立
越
と
い
う
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
名

の
山
に
ひ
そ
か
な
慣
れ
を
持
っ
て
い

た
・
友
人
の
Y
君
と
二
人
の
聞
で
鯵

立
越
と
向
露
立
越
を
縦
走
し
て
見
ょ

う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
針
闘
が

一
致

し
て
あ
る
日
、
延
岡
駅
前
か
ら
パ
ス

に
乗
り
高
千
種
に
向
か
っ
た
の
は
も

う
年
の
瀬
に
近
い
、

曇
っ
た
寒
い
日

で
あ
っ
た
・

高
千
穂
で
パ
ス
に
乗
換
え
、
目
指

す
と
こ
ろ
は
本
屋
敷
と
い
う
パ
ス
の

終
点
。
高
千
穂
か
ら
谷
あ
い
の
道
や

大
き
な
峠
道
を
越
え
、
一
豆
パ
ス
は

熊
本
来
に
入
り
、
馬
見
原
と
い
う
町

を
通
り
、
再
び
宮
崎
県
に
戻
っ
て
鞍

岡
と
い
う
町
を
過
ぎ
て
終
点
の
本
屋

敏
と
い
う
小
さ
な
町
に
清
い
た
時
刻

に
は
も
う
短
い
冬
の
日
の
太
陽
は
酋

の
高
い
山
に
隠
れ
て
い
た
．

パ
ス
の
終
点
か
ら
は
小
さ
な
取
が

や
っ
と
通
る
く
ら
い
の
細
い
砂
利
遣

を
、
学
校
か
ら
帰
る
と
こ
ろ
だ
と
官

う
小
学
六
年
生
の
男
の
子
と

一
紺
に
、

谷
川
に
沿
っ
て
畳
っ
て
い
っ
た
。
や

が
て
棚
田
の
向
こ
う
に
民
寂
が
見
え

始
め
た
・
そ
こ
が
そ
の
夜
の
泊
ま
り

場
所
、
波
婦
の
部
落
で
あ
る
・
背
後

に
高
い
山
々
を
背
負
っ
た
、
山
の
斜

面
に
民
家
が
へ
ば
り
勺
く
よ
う
に
点

在
す
る
集
落
の
入
り
口
に
公
民
館
が

建
っ
て
い
た
。
今
夜
は
そ
こ
に
泊
め

て
も
ら
う
の
だ
。
部
落
の
中
に
入
り
、

区
長
さ
ん
の
家
を
教
え
て
も
ら
っ
て

公
民
館
の
鍵
を
借
り
た
の
を
思
い
出

」9
次
の
日
は
、
波
婦
の
集
第
の
中
を

抜
け
、
谷
沿
い
の
道
を
登

っ
て
カ
シ

パ
ル
峠
に
つ
き
、
さ
ら
に
釜
り
つ
め

て
杉
ガ
越
ま
で
盛
る
と
、
そ
こ
に
批
判

物
を
お
い
て
’
立
越
の
最
高
値
晴
、
向

板
山
に
坐
っ
た
。
引
き
返
す
と
自
治

の
顕
に
挫
り
、
水
容
ノ
頭
へ
と
聾
っ

た
。
当
時
、
水
容
ノ
頭
は
完
全
な
厳

の
中
、
ス
ズ
タ
ケ
の
中
に
細
く
踏
み

分
け
の
あ
る
の
を
辿
っ
て
辛
う
じ
て

頂
上
地
点
を
見
つ
け
出
し
た
も
の
だ
。

そ
の
後
は
灰
ノ
木
の
頭
で
弁
当
を

開
き
、
信
欄
立
越
の
の
ん
び
り
し
た
縦

走
を
楽
し
み
つ
つ
、
途
中
か
ら
コ
ヤ

ン
パ
谷
に
下
る
道
を
と
っ
た
が
、
下

る
途
中
の
道
は
い
た
る
所
で
伐
採
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
耳
川
源
流
の
谷

を
隔
て
た
向
第
立
越
の
山
々
の
斜
面

も
問
機
に
伐
採
が
進
ん
で
い
る
の
が

自
に
つ
い
た
・
そ
れ
で
も
当
時
の
写

真
を
見
る
と
、
国
見
岳
の
山
腹
は
ほ

と
ん
ど
手
つ
か
ず
で
、
今
日
の
よ
う

に
熊
惨
に
伐
採
、
造
林
さ
れ
て
谷
と

税
制
脈
の
み
が
ま
る
で
問
圃
の
畦
道
の

よ
う
に
検
さ
れ
て
い
る
光
景
は
見
あ

た
ら
な
い
．

コ
ヤ
ン
パ
谷
へ
の
長
い
下
り
に
は

へ
と
へ
と
に
な
り
、
下
り
終
え
た
時

に
は
も
う
歩
く
の
も
嫌
だ
と
い
う
気

持
ち
で
あ
っ
た
。
で
も
ま
だ
そ
こ
か

ら
宿
の
有
る
尾
前
ま
で
約
一
時
間
歩

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
人
し
て
ト
ボ
ト
ボ
歩
い
て
い
た

一

ら
お
り
良
く
、
山
仕
事
を
終

え
た
ト

ラ
ッ
ク
が
通
り
か
か
り
、
乗
っ
て
い

か
な
い
か
と
声
が
か
か
っ
た
。
小
踊

り
し
て
ザ
ツ
ク
を
後
の
荷
台
に
放
り

込
み
、
そ
し
て
ニ
人
と
も
荷
台
に
飛

び
乗
っ
た
．

し
ば
ら
く
し
て
属
的
に
着
い
た
。

夜
は
尾
前
で
2

軒
あ
る
旅
館
の
う
ち

の
国
富
旅
館
と
い
う
術
に

治
家

っ
た
。

宿
は
、
い
わ
ゆ
る
木
賃
宿
町
酬
で
肥
憾

に
残
っ
て
い
る
の
は
気
の
よ

い
親
父

さ
ん
の
お
話
と
、
控

腹
で
何
度
も
お

代
わ
り
た
晩
御
飯
を
快
く
応
じ
て
く

れ
た
こ
と
と
、
Y

活
と
入
っ
た
五
布

衛
門
風
呂
だ
。

町
は
こ
の
山
深
い
秘
境
に
し
て
は

意
外
な
ほ
ど
活
気
が
感
じ
ら
れ
た
。

夕
暮
れ
近
い
町
の
中
に
は
人
の
在
来

も
か
な
り
有
っ
た
。
宿
の
近
く
に
は

パ
ス
の
車
庫
県
が
有
り
、
夕
方
着
い
た

最
終
便
は
沢
山
の
人
を
降
ろ
し

て
志

摩
に
入
っ
た
。

翌
日
は
国
見
岳
へ
畳
る
の
だ
が
、

前
日
波
婦
で
使
っ
た
シ
ュ
ラ
フ
や
コ

ツ
フ
エ
ル
、
ラ
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
を
宿

に
領
け
て
の
ス
タ
ー

ト
で
、
朝
一
番

に
奥
の
境
谷
と
い
う
集
落
に
向
け
て

発
つ
パ
ス
に
乗
り
回
見
岳
按
り
口
の

パ
ス
停
で
降
り
た
・

受
山
口
か
ら
い
き
な
り
の
念
挫
が

続
く
そ
の
道
は
慣
奴
と
い
う
恐
ろ
し

い
名
前
だ
が
、
延
々
と
続
く
盛
り
は

そ
れ
は
き
つ
い
も
の
で
、
ま
さ
に
妓

の
名
前
の
由
来
を
紡
棋
と
さ
せ
る
妓

-9 -



で
あ
っ
た
・

二
時
間
以
上
の
延
々
と
し
た
登
り

の
後
、
巨
大
な
プ
ナ
な
ど
が
点
在
す

る
原
生
林
の
中
の
緩
や
か
な
山
道
と

な
り
、
そ
こ
い
ら
が
ヘ
ラ
ノ
木
平
と

い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
宮
坂
は
途
中

が
伐
採
地
で
あ
っ
た
り
し
て
所
々
が

歩
き
に
く
い
と
こ
ろ
も
有
っ
た
よ
う

に
思
う
が
、
原
生
林
の
中
に
入
る
と

非
常
に
良
く

手
入
れ
さ
れ
た
感
じ
の

良
い
山
道
で
、

人
の
往
来
が
結
締
多

い
こ
と
が
し
の
ば
れ
た
．

し
か
し
、

官
援
い
ら
い

一
人
の
人

影
も
見
る
こ
と
が
な
か

っ
た
の
は
や

は
り
九
州
谷
繁
の
山
奥
だ
と
思
っ
た
・

再
び
盛
り
が
き
っ
く
な
っ
た
頃
、
空

が
次
第
に
あ
や
し
く
な
っ
て
き
た
．

雨
が
降
り
だ
す
前
に
食
事
を
済
ま

せ
て
お
こ
う

と
い
う
こ
と
に
し
、
お

昼
に
ま
だ
時
聞
が
有
っ
た
が
弁
当
を

聞
き
、
再
び
登
り
始
め
た
。
頂
上
の

手
前
で
と
う
と
う
降
り
出
し
、
小
松

の
雨
の
中
、
ヤ
ッ
ケ
を
羽
織
っ
て
登

っ
て
い
く
。
頂
上
が
近
く
な
る
と
完

全
に
ガ
ス
の
中
と
な
っ
た
。
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
や
馬
酔
木
の
間
の
ガ
ス
の
中
に

ボ
l

ッ
と
社
が
浮
か
ん
だ
と
き
、
頂

上
が
自
の
前
に
来
た
の
を
知
っ
た
。

一
旦
下
っ
て
畳
り
着
い
た
頂
上
は
あ

た
り

一
一
則
が
霧
に
包
ま
れ
て
展
望
は

ま

っ
た
く
さ
か
な
か

っ
た
・

大
し
た

雨
で
は
な
か

っ
た
・

山
頂
機
織
を
パ

ッ

ク
に
撮
っ
た
そ
の
時
の
肥
念
写
真

に
は
何
故
か
大
き
な
サ
ル
ノ
コ
シ
カ

ケ
を
持
っ
て
写
っ
て
い
る
・

小
国
見
の
ピ
l

ク
を
越
し
、
冷
た

い
初
冬
の
小
雨
の
向
霧
立
縦
走
路
を

と
ぼ
と
ぼ
と
歩
い
た
の
を
思
い
出
す
。

雨
は
本
降
り
に
な

ら
ず
、
上
が
ら
ず
、

い
つ
ま
で
も
続
い
た
。

五
勇
岳
の
展
望
台
か
ら
は
小
雨
に

煙
る
烏
帽
子
岳
や
時
雨
岳
が
遠
く
望

ま
れ
た
。
玉
勇
か
ら
は
石
堂
屋
の
尾

根
を
経
て
の
長
い
長
い
下
り
で
あ
っ

た
。
何
時
止
む
と
も
な

し
の
小
雨
の

中
、
二
人
は
た
だ
黙
々
と
下
っ
た
も

の
だ
。

よ
う
や
く
民
家
が
見
え
、
日
当
の

部
絡
を
過
ぎ
尾
前
に
誌
鳴
い
た
と
き
は

本
当
に
婚
し
か
っ
た
。
ビ
ニ
ロ
ン
帆

布
の
ヤ
ッ
ケ
を
過
し
て
中
ま
で
滑
れ

て
お
り
、
宿
に
預
け
て
お
い
た
荷
物

の
中
か
ら
伸
夜
婚
替
え
た
下
着
を
取

り
出
し
て
着
物
え
た
・

尾
前
か
ら
稚
拙
飛
行
き
の
パ
ス
に
乗

り
、
終
点
の
上
維
業
で
幅
削
を
と
っ
た

が
、
こ
こ
は
秘
演
の
村
の
イ
メ
ー
ジ

と
は
ほ
ど
速
い
、
意
外
と
賑
や
か
な

街
の
雰
囲
気
に
驚
い
た
の
を
思
い
出

す
。
翌
日
は
鶴
富
島
敷
な
ど
を
み
て

パ
ス
で
日
向
市
へ
と
出
て
、
さ
ら
に

国
鉄
に
乗
り
換
え
て
帰
っ
た
。

そ
れ
か
ら
二
十
年
ほ
ど
後
に
私
は

小
川
岳
に
塗
る
た
め
、
二
度
目
に
波

帰
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時

は
部
落
の
上
の
方
で
は
ス
キ
l

援
の

工
事
が
始
ま
っ
て
い
た
。
家
々
の
た

た
ず
ま
い
や
集
滞
の
雰
閥
気
は
背
の

面
影
を
残
し
、
あ
の
夕
暮
れ
迫
る
寒

村
の
風
景
が
モ
ノ
ト
ー

ン
の
色
憎
せ

た
写
真
の
よ
う
に
顕
に
浮
か
ん
で
き

が
、
通
り
過
ぎ
る
ト

ラ
ッ
ク
と
稜
線

の
ス
キ
l

揚
工
事
の
織
子
が
私
の
波

帰
に
対
す
る
思
い
出
を
ぶ
ち
織
し
た・

店
前
を
肪
れ
て
、
ぼ
ん
や
り
と
思

い
出
す
三
八
前
の
鱒
立
縦
走
の
思
い

出
と
尾
前
の
古
び
た
思
い
出
。
（
実

は
三
年
前
、
我
が
支
部
の
月
例
山
行

で
烏
帽
子
岳
と
白
鳥
山
に
登
っ
た
時

の
帰
途
、
椎
葉
越
か
ら
下
っ
て
近
く

を
通
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
、

ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
み
た
い
と
い
う
思

い
が
湧
き
、
日
ま
で
出
か
け
た
が
、

レ
ン
タ
カ
ー
に
六
人
同
乗
と
い
う
な

か
で
言
葉
を
飲
み
込
ん
だ
こ
と
が
あ

る
・
）

そ
れ
は
断
片
的
で
ち
ぐ
は
ぐ
な
中

に
切
り
貼
り
だ
ら
け
の
中
の
お
ぼ
ろ

げ
な
も
の
で
あ
る
が
、
三
八
年
た
っ

て
、
街
と
い
う
ほ
ど
も
な
い
濠
並
の

中
を
歩
い
て
見
る
と
、
顕
に
思
い
浮

か
べ
て
見
る
普
の
光
景
と
は
ま
っ
た

く
か
け
隠
れ
て
い
る
・

め
ま
ぐ
る
し
く
変
遷
す
る
時
代
の

中
で
、
尾
前
だ
け
が
管
の
ま
ま
で
あ

れ
と
思
う
の
は
線
人
の
独
り
よ
が
り

な
郷
愁
で
し
か
す
ぎ
な
い
の
だ
。
そ

れ
が
分
か
っ
て
い
る
だ
け
に
、
古
い

思
い
出
に
残
る
セ
ピ
ア
色
の
モ
ノト

ー
ン
の
尾
前
は
や
っ
ぱ
り
私
の
頭
の

中
に
残
し
て
お
く
だ
け
に
し

て
再
び

訪
れ
る
の
で
は
な
か
っ
た
。

（
一
九
九
八
年
六
月
）

月
月
：例1

齢
・
日
時

一
二
月
二
二
日
（
日
）

午
前
五
時
サ
ニ
！
出
発

樋
桶
山
（
八
七
O
m
）

（
耶
馬
渓
町
）

・

場
所

・

雨
天
決
行

・
時
聞
が
あ
っ
た
ら
近
く
の
山
に
行

き
ま
す
。

・

前
日
の
連
絡
は
寧
の
手
配
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
参
加
の
方
は
四
日

前
設
で
に
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

。「－，

出斉｜後｜
行線｜ | 
は 会 ｜ | 
た長l向司｜
くを lffit~ I
さお
ん迎
のえ
方し
々て
がの

－傾 .. 園田園圃圃圃・・圃圃園田E・E・－咽哩・
加
し
て
、
か
つ
て
な
い
大
に
ぎ
わ

い
の
月
例
山
行
で
し
た
。

O

下
山
後
の
「
内
山

亭
」
で
の
懇

親
会
も
大
盛
況
で
し
た
。

O

今
年
は
紅
葉
が
遅
く
な
り
、
色

づ
き
も
今
ひ
と
つ
と
い
う
感
じ
で

し
た
が
、
最
近
よ
う
や
く
あ
ざ
や

か
な
赤
い
色
が
、
色
づ
き
始
め
た

木
々
の
中
に
目
立
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
・
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